
○
　
里
山
家
・
リ
ビ
ン
グ
（
深
夜
）


　
　
電
気
は
つ
い
て
い
る
が
、
誰
も
い
な
い
。
ダ
イ


　
　
ニ
ン
グ
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
は
、
ラ
ッ
プ
を
さ
れ


　
　
て
い
る
一
人
分
の
夕
食
が
置
か
れ
て
い
る
。


○
　
同
・
子
供
部
屋
（
深
夜
）


　
　
部
屋
の
電
気
は
消
さ
れ
て
お
り
、
ベ
ッ
ド
で
は


　
　
里
山
瑛
太
（
１
０
）
、
寝
て
い
る
。


○
　
同
・
寝
室
（
深
夜
）


　
　
部
屋
の
電
気
は
消
さ
れ
て
お
り
、
ベ
ッ
ド
で
は


　
　
里
山
佳
子
（
３
７
）
眠
っ
て
い
る
。
玄
関
の
鍵


　
　
が
静
か
に
開
く
音
が
す
る
。
佳
子
、
目
を
覚
ま


　
　
す
。
耳
を
澄
ま
せ
て
い
る
と
、
リ
ビ
ン
グ
の
扉


　
　
が
開
く
音
が
す
る
。


○
　
同
・
リ
ビ
ン
グ
（
深
夜
）


　
　
里
山
啓
介
（
３
７
）
、
カ
バ
ン
を
椅
子
に
置
き
、


　
　
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
脱
い
で
手
に
持
つ
。
極
力
音
を


　
　
立
て
な
い
よ
う
に
ゆ
っ
く
り
と
歩
い
て
寝
室
に


　
　
向
か
う
。


○
　
同
・
寝
室
（
深
夜
）


　
　
佳
子
、
体
を
少
し
起
こ
し
て
聞
き
耳
を
立
て
て


　
　
い
る
。
啓
介
の
足
音
が
ゆ
っ
く
り
と
近
づ
い
て


　
　
来
る
の
が
聞
こ
え
る
。
佳
子
、
体
を
寝
か
し
、


　
　
寝
た
ふ
り
を
す
る
。
啓
介
、
静
か
に
入
っ
て
来


　
　
て
ハ
ン
ガ
ー
に
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
掛
け
、
出
て
行


　
　
く
。
佳
子
、
体
を
起
こ
し
、
啓
介
の
ジ
ャ
ケ
ッ


　
　
ト
の
ポ
ケ
ッ
ト
や
匂
い
な
ど
を
確
認
す
る
。


○
　
同
・
リ
ビ
ン
グ
（
朝
）


　
　
佳
子
、
朝
ご
飯
の
用
意
を
し
て
い
る
。
リ
ビ
ン


　
　
グ
か
ら
見
え
る
ベ
ラ
ン
ダ
に
は
、
綺
麗
に
洗
濯


　
　
物
が
干
さ
れ
て
い
る
。
啓
介
、
眠
そ
う
に
起
き


　
　
て
く
る
。


啓
介
「
お
は
よ
う
」


佳
子
「
お
は
よ
う
」


　
　
啓
介
、
壁
に
綺
麗
に
か
け
ら
れ
て
い
る
ス
ー
ツ


　
　
に
着
替
え
始
め
る
。
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佳
子
「
今
日
も
遅
く
な
る
の
？
」


　
　
啓
介
、
着
替
え
を
止
め
、
佳
子
の
方
を
向
い
て
、


啓
介
「
ん
？
」


佳
子
「
今
日
も
遅
く
な
る
？
」


啓
介
「
あ
ー
、
多
分
今
日
も
遅
く
な
る
」


佳
子
「
そ
う
な
ん
だ
」


啓
介
「
う
ん
」


　
　
啓
介
、
着
替
え
を
再
開
す
る
。


佳
子
「
最
近
、
残
業
多
い
ね
」


啓
介
「
う
ん
」


　
　
瑛
太
、
眠
そ
う
に
起
き
て
来
る
。
佳
子
、
料
理


　
　
を
再
開
す
る
。


○
　
同
・
子
供
部
屋
（
夜
）


　
　
瑛
太
、
眠
っ
て
る
。


○
　
同
・
リ
ビ
ン
グ
（
夜
）


　
　
電
気
は
切
ら
れ
て
い
る
。


○
　
同
・
玄
関
（
夜
）


　
　
啓
介
、
ゆ
っ
く
り
と
鍵
を
開
け
、
ゆ
っ
く
り
と


　
　
入
っ
て
来
る
。
啓
介
、
忍
足
で
リ
ビ
ン
グ
に
向


　
　
か
う
。


○
　
同
・
リ
ビ
ン
グ
（
夜
）


　
　
啓
介
、
ゆ
っ
く
り
と
入
っ
て
来
て
、
電
気
を
付


　
　
け
る
。
電
気
が
付
く
と
、
佳
子
、
ダ
イ
ニ
ン
グ


　
　
テ
ー
ブ
ル
の
椅
子
に
座
っ
て
い
る
の
が
見
え
る
。


啓
介
「
う
わ
っ
。
び
っ
く
り
し
た
」


佳
子
「
何
し
て
た
ん
？
」


啓
介
「
何
し
て
た
っ
て
、
残
業…

」


　
　
佳
子
、
立
ち
上
が
っ
て
啓
介
の
前
に
立
っ
て
、


佳
子
「
何
し
て
た
の
？
」


啓
介
「
い
や
ぁ
」


佳
子
「
（
怒
っ
て
）
何
し
て
た
の
よ
！
」


啓
介
「
い
や
ぁ
、
そ
の
〜
」


佳
子
「
言
っ
て
よ
！
」


啓
介
「…

明
日
、
土
曜
日
で
し
ょ
？
」


佳
子
「
は
ぁ
？
　
そ
れ
が
何
？
」


　
　
佳
子
、
啓
介
を
見
て
い
る
。
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啓
介
「
明
日
、
見
せ
る
か
ら
一
緒
に
行
こ
う
。
瑛
太


　
　
も
連
れ
て
」


佳
子
「
ど
こ
に
？
」


啓
介
「
行
け
ば
分
か
る
か
ら
」


○
　
山
道
（
夕
方
）


　
　
一
台
の
車
、
山
道
を
登
っ
て
い
る
。


○
　
車
内
（
夕
方
）


　
　
啓
介
、
運
転
し
て
い
る
。
瑛
太
、
助
手
席
に
座


　
　
っ
て
い
る
。
佳
子
、
後
部
座
席
に
座
っ
て
い
る
。


佳
子
「
ね
ぇ
、
ど
こ
行
っ
て
る
の
？
」


啓
介
「
行
け
ば
分
か
る
か
ら
」


　
　
瑛
太
、
ウ
キ
ウ
キ
し
て
い
る
。


佳
子
「
本
当
に
何
な
の
？
」


啓
介
「
行
け
ば
分
か
る
っ
て
」


○
　
山
道
（
夕
方
）


　
　
啓
介
の
車
、
少
し
開
け
た
場
所
に
駐
車
す
る
。


○
　
同
・
車
内
（
夕
方
）


　
　
啓
介
、
車
の
エ
ン
ジ
ン
を
切
り
、


啓
介
「
よ
し
、
行
こ
う
」


　
　
啓
介
、
車
を
降
り
る
。
瑛
太
、
車
を
降
り
る
。


佳
子
「
ち
ょ
っ
と
」


　
　
啓
介
、
ト
ラ
ン
ク
を
開
け
る
。
佳
子
、
啓
介
の


　
　
方
を
見
て
、


佳
子
「
（
小
声
で
）
何
な
の
？
」


　
　
啓
介
、
ト
ラ
ン
ク
か
ら
虫
取
り
網
と
虫
籠
を
取


　
　
っ
て
佳
子
に
見
せ
、


啓
介
「
（
笑
顔
で
）
ク
ワ
ガ
タ
取
り
」


佳
子
「
は
ぁ
？
」


○
　
森
の
中
（
夕
方
）


　
　
啓
介
、
虫
網
を
持
っ
て
、
瑛
太
、
虫
籠
を
持
っ


　
　
て
歩
い
て
い
る
。
佳
子
、
近
寄
っ
て
来
る
虫
を


　
　
払
い
な
が
ら
、
２
人
に
付
い
て
行
っ
て
い
る
。


佳
子
「
ど
こ
ま
で
行
く
の
？
」


啓
介
「
い
い
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
る
ん
だ
」


　
　
啓
介
、
辺
り
を
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
見
な
が
ら
進
み
、
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啓
介
「
あ
っ
！
」


　
　
啓
介
、
急
に
走
り
出
す
。
瑛
太
、
啓
介
に
つ
い


　
　
て
い
こ
う
と
す
る
が
、
佳
子
、
瑛
太
の
腕
を
掴


　
　
ん
で
、


佳
子
「
ダ
メ
！
」


瑛
太
「
な
ん
で
？
」


佳
子
「
危
な
い
か
ら
」


　
　
啓
介
、
ド
ン
ド
ン
と
森
を
進
ん
で
行
き
、
姿
が


　
　
見
え
な
く
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、


啓
介
の
声
「
（
大
声
で
）
お
ー
！
」


佳
子
「
え
っ
？
　
大
丈
夫
？
」


　
　
佳
子
、
瑛
太
の
手
を
握
っ
て
、
啓
介
が
進
ん
で


　
　
方
向
に
進
ん
で
行
く
。
佳
子
、
あ
た
り
を
見
な


　
　
が
ら
歩
い
て
い
る
と
、
啓
介
が
し
ゃ
が
ん
で
い


　
　
る
の
が
見
え
る
。


佳
子
と
瑛
太
「
パ
パ
！
」


　
　
佳
子
と
瑛
太
、
走
っ
て
啓
介
の
元
に
向
か
う
と
、


　
　
啓
介
、
上
を
向
い
て
、


啓
介
「
獲
っ
た
じ
ょ
ー
！
」


佳
子
「
ど
う
し
た
ん
？
　
大
丈
夫
？
」


啓
介
「
獲
っ
た
！
　
籠
。
瑛
太
、
虫
籠
」


　
　
瑛
太
、
啓
介
に
近
づ
く
。
啓
介
、
虫
網
の
中
の


　
　
虫
を
虫
籠
に
入
れ
る
。


啓
介
「
見
て
み
」


　
　
瑛
太
と
佳
子
、
虫
籠
を
見
る
と
、
虫
籠
の
中
に


　
　
は
オ
オ
ク
ワ
ガ
タ
が
い
る
。


瑛
太
「
ス
ゲ
ェ
」


佳
子
「
何
？
　
ク
ワ
ガ
タ
？
」


啓
介
「
違
う
よ
。
オ
オ
ク
ワ
ガ
タ
」


佳
子
「
バ
カ
じ
ゃ
な
い
？
　
あ
ん
な
に
お
っ
き
い
声


　
　
出
し
た
ら
、
心
配
す
る
よ
。
た
か
だ
か
ク
ワ
ガ


　
　
タ
如
き
で
、
毎
晩
、
毎
晩
」


啓
介
「
俺
は
、
た
だ
単
に
オ
オ
ク
ワ
ガ
タ
を
捕
り
に


　
　
来
た
ん
じ
ゃ
な
い
」


佳
子
「
え
？
」


啓
介
「
俺
は
、
あ
の
頃
の
思
い
出
を
捕
ま
え
に
来
て


　
　
た
ん
だ
」
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